
境三聾 巷十二第

Jf=i"哩聖日一-月三三司五回寸a 且三ブE

海側蘭 英 小支 日ブ課御
jOC 園 作那 銀ツ税家
同西 経 問山 物サに人
盟財 清 題共 債指 1於の
の政雑撃読さ利時 lレけ特論
理詰 M尤 賛 朝政 敏のる質
るに態 展 鮮治 の現家族
参ご錬の苑の長論研事 :叢
喜相ーィ、立究事
績税 大 作浬注 一情
料観制 ーの
川こ 設 考慮て就

率士住 経重士
it 

f土法よ専害 士文事博
法文イf士i事# 会セp号再
守基 準博士 ~ ItIi 士 士1専

ィ、寸、 見守 河矢 汐米紳ー
島川 田野 見田戸捕
昌最高 庄
大太 静 嗣仁 一太正周

夏目 長[C 治 夏目 郎耶雄行

七一一一一一 一一一一一一一一一



時

論

支
那
の
共
和
政
治
由
成
立
及
び
建
設

第
二
十
巻

(
第
三
競

七
四
)

E 

J、

号

議|

支
那
の
共
和
政
治
の
成
立
及
び
建
設

矢

野

仁

支
那
は
謎

ω園
で
あ
る
、
支
那
ほ
ど
分
か
ら
泊
図
は
な
い
己
云
ム
-
二
」
は
よ
〈
言
は
る
、
請
で
あ
る
が
、

)ピ

う

も
支
那
の
咽
』
Z
は
分
か
ら
な
hv
様
仁
思
は
れ
る
o

よ
〈
支
那
の
-
』
ご
を
如
ら
な
い
人
で
も
支
那
を
旅
行
し
て
非
常

に
面
白
〈
戚
じ
て
蹄
へ
つ

τ市
ゆ
る
例
は
少
く
な
い
が
、
私
は
こ
れ
は
支
那
の
こ
ご
は
分
か
ら
な
い
u

か
ら
面
白
〈
戚

十
る
の
で
は
な
い
か
、
謎
の
面
白
き
を
戚
守
る
の
で
は
な
い
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
欧
羅
巴
や
亜
米
利
加
な
ど
を

放
行
し
て
見
て
も
、
非
常
に
緊
張
し
た
気
分
に
な
り
気
が
詰
ま
る
ほ
同
な
心
持
は
し
て
も
、
面
白
い
ご
式
ふ
様
な
戚

は
倹
v

り
起
ら
な
い
。
ぞ
れ
は
ど
う
も
欧
燐
巴
や
亜
米
利
加

ω
こ
ご
は
分
か
る
様
な
気
が
す
る
か
ら
面
白
〈
戚
じ
な

ぃ
ゅ
で
は
な
い
か
ど
思
ふ
の
で
あ
る
。
西
洋
諸
国
に
謝
す
る
戚
じ
は
及
ば
な
い
三
五
ふ
戚
じ
で
あ
る
。
支
那
に
濁

す
る
戚
じ
は
分
か
ら
な
い
V
Z
一
五
ふ
謎

ω威
じ
で
あ
る
。
日
本
正
西
洋
諸
問
ご
の
注
ひ
は
程
度
の
遠
ひ
で
あ
り
、

日



本
=
支
那
ご
の
遼
ひ
は
性
賓
の
逮
ひ
で
ゐ
る
様
な
戚
が
あ
る
。

然
L
西
洋
諸
闘
の
こ
ご
は
分
か
る
械
に
思
は
れ
、
支
那
の
こ
之
は
之
に
反
L
て
分
か
ら
泊
様
に
思
は
れ
る
の

は
、
西
洋
諸
闘
は
法
治
主
義
り
闘
で
あ
り
、
支
那
は
徳
治
主
義

ω図
で
あ
る
か
ら
で
は
あ
る
ま

ν
か
。
法
治
主
義

の
閥
的
考
へ
で
法
治
宇
一
義
的
悶
を
眺
め
る
か
ら
分
か
る
様
に
思
は
れ
、

之
に
反
し
て
法
治
主
義
の
国

ω考
へ
で
徳

治
十
主
義
の
闘
を
眺
め
る
か
ら
分
か
ら
な
い
慌
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
ま
レ
か
。
支
那
を
徳
治
主
義
の
閥
ご
考
へ

て
、
徳
治
の
及
ぶ
所
ご
、
徳
治
的
及
ば
ぬ
所
ご
ニ
つ
に
分
炉
も
て
之
を
眺
め
る
ご
大
縫
よ
く
分
か
る
様
に
考
へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

支
那
は
徳
治
主
義
の
帝
政
で
あ
っ
て
、
徳
治
の
及
ぶ
所
吉
、
徳
治

ω及
ば
ぬ
所
ご
は
、
会
然
違
っ
た
別
個
の
一
枇

曾
、
別
個
の
世
界
を
な
し
て
日
用
品
。
徳
治

ω及
ば
同
所
に
就
い
て
之
を
眺
め
る
ご
、
九
で
政
治
も
な
〈
道
徳
も
な

く
穂
数
も
な
〈
文
化
も
な
〈
、
此
世
胞
に
は
土
匪
訴
時
曜
の
様
な
不
逗
の
徒
不
良
の
分
子
が
横
行

L
、
叉
其
の
煽
惑
誘

高
H
h
f
」
受
け
易
い
鮭
…
業
の
激
民
、
無
籍
の
流
民
が
充
尽
し
て
居
h
、
支
那
ら
し
い
所
は
少
し
も
な
い
V

ご
言
っ
て
も
よ

い
様
な
扶
態
が
あ
る
o

或
は
が
う
云
ム
股
態
ヨ
」
そ
は
支
那
ら
し
い
所
で
あ
る
古
川
間
十
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ

が
、
少

f
も
文
化
の
あ
る
支
那
を
支
那
ご
考
へ
る
ご
、
支
那
ら

L
い
所
は
少
し
も
な
い
の
で
ゐ
る
o

か
う
云
ム
所

の
支
那
人
は
恐
ら
く
支
那
人
で
も
自
分
は
支
那
人
で
あ
る
三
五
ふ
自
覚
す
ら
持
た
ぬ
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
o
徳

泊
り
及
ば
ぬ
所
は
さ
う
云
ふ
朕
態
で
ゐ
る
が
、
徳
治

ω及
ぶ
所
に
就
い
て
は
之
を
眺
め
る
さ
、

毛
れ
ご
は
打
っ
て

"年

言白倫

主
那
白
共
和
政
治
の
成
立
及
び
建
設

第
二
十
寄

(
第
三
腕

七
五

五

九



Hi 

"命

支
那
の
共
和
政
惜
の
成
立
比
び
建
設

部
A

寸
巷

(第一一一瞬

七
六
)

五
三
O

縫
っ
て
立
仮
な
道
徳
が
行
は
れ
、
鵡
教
が
あ
り
文
化
が
あ
り
、
此
慮
に
は
議
書
風
T

道
の
士
宮
子
が
岡
吉
を
左
右
に

し
て
持
議
周
旋
す
る
棄
蒋
閑
雅
な
る
光
景
を
見
る

ωみ
で
あ
っ
て
、
如
何
に
も
支
那
ら
し
い
、

こ
れ
・
』
号
文
化
の

め
る
支
那
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
扶
態
が
あ
る
。

支
那
の
徳
治
主
義
の
帝
政
に
於
て
、
如
何
な
る
黙
が
侠
典
で
あ
る
か
さ
言
へ
ば
、
実
の
理
想
は
賞
に
立
浪
で
、

一
夫
も
共
の
所
ぞ
得

F
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
己
之
を
憐
L
て
禅
師
堂
に
陥
れ
た
る
が
如
き
責
任
を
戚
守
る
も
の
で
あ

る
げ
れ
Y}
も
、
そ
れ
は
畢
一
党
理
怨
で
ゐ
っ
て
、
賞
際
に
於
て
は
徳
治
は
理
想
通
h

リ
及
ば
歩
、

き
う
し
て
其
の
及
ば

時
所
に
於
て
は
前
に
遁
ぺ
た
様
な
紋
態
で
、
大
多
致
ゆ
人
民
の
利
盆
辛
頑
は
九
で
顧
み
ら
れ
な
い
有
様
に
瀦
き
れ

て
居
る
ご
一
耳
ふ
貼
で
ゐ
る
。
支
那
の
徳
治
主
義
の
帝
政
は
、
其
の
徳
治
の
及
ぶ
所
に
於
て
は
非
難
す
べ
き
候
典
は

な
い
ご
言
つ
で
も
よ
い
。
所
謂
民
見
れ
て
耽
な
し
ご
一
千
品
様
な
法
治
主
義
の
政
治
な
刊
と
ご
比
べ

τ、
比
較
に
な
ら

な
い
稜
立
一
阪
な
様
に
考
へ
ら
れ
る
が
、
徳
治
の
及
ば
ぬ
所
に
於
て
大
多
数
の
人
民
の
利
{
倍
率
摘
は
九
で
顧
み
ら
れ

な
い
放
態
に
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
質
に
徳
治
主
義
の
帝
政
の
大
快
典
で
あ
る
。

ぞ
れ
で
徳
拾
主
義
の
帝
政
で
は
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
一
臓
は
顧
み
ら
れ
な
い
、
大
多
数
の
人
民
の
利
益
幸
頑

が
顧
み
ら
れ
る
様
に
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
共
和
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
芭
云
ふ
こ
さ
で
、
支
那
の
帝
政
は
滅
び

共
和
政
が
越
っ
た
の
で
ゐ
る
か
ご
云
ふ
に
、
決
し
て
き
う
で
は
な
い
。
支
那
の
帝
政
仁
依
っ
て
共
の
利
盆
幸
一
珊
が

顧
み
ら
れ
な
炉
っ
た
所
の
大
多
数
の
人
民
が
、
帝
政
は
自
分
蓬
り
利
盆
幸
一
摘
を
顧
み
な
い
切
の
が
不
都
合
で
あ
芯
ご



言
っ
て
、
自
鐙
し
て
帝
政
を
n
r
L
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
又
支
那
に
於
て
指
護
階
級
E
も
一
言
よ
べ
き
士
紳
或
は
民

聞
の
識
者
な
ど
が
、
常
政
は
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
一
一
臓
を
顧
み
な
い
芭
云
ふ
訣
典
が
あ
る
の
み
な
ら
争
、
某
の

大
多
数
の
人
民
を

L
t
、
自
分
譲
の
利
盆
牟
編
は
顧
み
ら
れ
な
い
か
ら
ご
言
っ
て
、
常
政
は
忍
い
か
ら
之
を
R
V
L

て
共
和
政
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
凶
=
の
考
へ
を
起
き

L
む
る
こ
ど
も
出
来
な
い
様
な
無
自
覚
の
朕
態
に
置
〈
正
一
五

ふ
快
血
(
が
あ
る
ご
一
百
ウ

τ、
改
廃
し
て
帝
政
を
介
し
た
の
で
も
な
い
v

の
で
あ
る
。

若
し
支
那
の
大
多
数
の
人
民
有

L
〈
は
識
者
階
級
の
白
箆
に
依
っ
て
帝
政
が
滅
び
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
共

の
嘗
然
の
結
果
ご

L
t
共
和
政
は
起
ら
な
り
れ
ば
な
ら
凶
筈
で
あ
る
。
支
那
に
於
て
帝
政
の
滅
巴
は
却
も
共
和
政

の
興
起
ご
な
ら
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
然
る
に
丸
、
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

章
一
那
に
於

τ帝
政
の
滅

C
Lた
の
は
、
会
〈
別
個
の
理
由
に
依
る
も
の
で
あ
る
o

共
和
政
で
な
け
れ
ば
人
民
の

大
多
数
の
利
盆
幸
摘
は
望
ま
れ
な
い
、
帝
政
で
は
い
け
な
い

Z
云
ふ
人
民
の
自
覚
人
民

ω要
求
の
結
果
滅
C
L
た

の
で
は
な
い
。

清
朝
の
天
子
は
、
歴
代
各
朝
家
の
天
子
百
同
僚
に
、
天
の
竜
伶
を
受
け
天
に
代
b
天
下
を
支
配
す
る
ご
云
ふ
理

論

ω
基
礎
仁
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o

清
朝
の
天
子
が
支
那
を
支
配
す
る
ご
一
式
ふ
4

】
ご
は
別
の
資
格
に
依
る
も
の

で
は
な
い
。
天
下
を
支
配
す
る
資
格
が
ゐ
る
か
ら
、
其
ゆ
一
部
分
た
る
或
は
其
の
中
心
た
る
支
那
を
支
配
す
る
費

持干

2前

支
那
山
共
和
政
泊
山
成
立
及
川
V

建
設

第
二

i
寄

{
第
三
抗

七
七
)

Ji 
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h 
d川崎

支
郎
白
共
利
政
惜
の
成
立
及
び
位
設

第
二
十
寄

(第一一一瞬

じ

" 
五

格
が
あ
る

ωで
あ
る
c

天
下
を
支
配
す
る
ご
一
五
ふ
資
格
を
離
れ
て
特
別
に
支
那
だ
け
を
支
配
す
る
吉
一
五
ふ
資
格
は

な
い
。
然
る
に
西
洋
諸
国
ど
の
関
係
が
始
ま
っ
て
ぺ
清
朝
の
天
子
が
質
際
に
支
配
し
て
盾
な
い
部
分
は
.
清
朝
の

支
配
炉
ら
離
脱
し
て
仕
舞
ひ
、
清
朝
の
天
子
は
天
下
を
支
配
す
る
ち
り
で
な
い
ご
一
五
ふ
こ
さ
は
何
人
の
目
に
も
明

か
に
な
っ
党
の
で
あ
る
。
立
(
の
自
然
の
結
巣
ご
し
て
清
判
の
天
子
が
天
下
の
一
部
分
た
る
支
那
金
支
配
す
る
ご
一
五

ふ
資
格
も
亦
嘗
然
之
を
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
o

是
に
於

τ支
那
の
帝
政
の
基
礎
は
根

祇
か
ら
「
ら
つ
い
て
来
た
の
で
あ
る
o

清
朝
の
滅
び
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
歴
代
の
朝
家
り
滅
び
た
の
ご
同
一
の
経
路
を
繰
返
へ
し
た
も
の
に
過
き
な

い
ご
云
ふ
様
な
観
察
を
下
す
人
も
あ
る
が
、
私
は
反
封
で
あ
る
c

こ
れ
ま
で
の
睦
代
の
朝
日
赤
的
滅
び
た

ωは、
只

ピ
止
(
の
靭
'M4
が
滅
び
た
ご
一
式
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
帝
政
が
滅
び
た
結
果
其
の
朝
家
が
滅
び
だ
の
で
は
な
い
。
靭
E

採
が

滅
ぴ
て
も
支
那
的
天
子
が
天
下
を
支
配
す
る
己
V
ふ
帝
政
の
理
想
は
曾

τ
一
日
も
滅
び
な
が
っ
た
の
で
あ
る
o

只

だ
其
の
朝
家
の
徳
が
震
へ
人
心
を
失
ひ
し
縛
め
.
天
命
が
離
れ
て
天
子

ξ
L
て
天
下
を
支
配
す
る
ご
云
ふ
資
格
を

失
っ
た
ご
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
c

そ
れ
故
幾
多
の
朝
家
が
滅
び
て
居
る
け
れ
ど
も
、
又
幾
多
の
朝
家
は
之

に
継
い
で
起
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o

ぞ
れ
は
幾
多
の
朝
家
が
滅
び
て
も
、
天
命
を
受
け
た
も
の
が
天
子
正

Lτ
天

下
を
支
配
す
る
正
云
ふ
理
想
は
安
那
の
人
心
を
支
配
し
て
麗
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
幾
多
の
朝
家
が
滅
び

た

ω
は
、
天
命
を
失
つ
h
L

矯
め
天
下
を
支
配
す
る
ニ
ご
が
出
来
な

ν
様
に
な
り
、
そ
れ
が
斜
め
滅
び
た
誇
で
、
却



っ
て
か
う
一
五
ふ
理
想
が
人
心
を
支
配
[
て
居
る
正
一
五
ふ
-
-
ど
を
詮
明
す
る
震
め
に
滅
び
允
様
な
も
の
で
あ
る
。
印

ち
帝
政
が
滅
び
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
仁
清
朝
の
滅
び
た
の
は
、
主
(
の
徳
が
衰
へ
て
人
心
を
失
っ
た
潟
め
、
天
命
が
特
仁
其
の
朝
山
部
か
ら
離
れ
て

滅
び
た
の
で
は
な
い
o

支
那
の
天
子
が
天
下
を
支
配
す
る
ご
云
ふ
理
相
其
の
も
の
が
滅
び
た
柏
崎
め
に
滅
び
た
の
で

あ
る
o

帝
政
の
理
想
が
滅
び
た
匁
め
に
立
(
の
結
果
正
し
て
滅
び
た
の
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
帝
政
己
共
に
滅
び
た

の
で
あ
る
c
今
後
支
那
に
於
て
帝
政
の
起
る
こ
ご
は
或
は
必
要
ご
は
言
は
れ
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
こ
れ
ま
で
の

様
な
理
想
の
ゐ
る
徳
治
主
義
的
帝
政
が
今
後
再
び
支
那
仁
起
る
さ
一
五
ふ
ニ
Z
は
到
底
信
山
せ
ら
れ
な
い
o
義
和
拳
匠

の
乱
ゃ
、
辛
亥
革
命
の
飢
は
形
式
の
上
で
清
制
を
滅
ぼ
す
機
曲
目
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
け
れ
い
と
も
、
判
払
は
賞
質
の
上

に
於
て
は
清
朝
の
帝
政
吉
一
五
ふ
も
の
は
義
和
拳
匪
の
乱
以
前
に
於

τ早
〈
既
に
滅
び
て
仕
舞
っ
た
も
の
ご
考
へ
る

の
で
あ
る
O

ぞ
れ
だ
か
ら
義
和
拳
匪
の
飢
の
結
果
ご
し
て
、
容
易
に
史
、
戸
、
雄
、
兵
、
刑
、

工
等
の
六
部
の
官

制
は
鐙
夏
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
も
の
さ
考
へ
る
の
で
あ
る
o

比
の
六
部
の
官
制
Z
一
五
ふ
も
の
は
、
周
檀
の
天
、

地
、
春
‘
夏
、
秋
、
多

ω六
官
、
大
宰
、
大
司
徒
、
大
宗
伯
、
大
司
馬
、
大
司
冠
、
大
司
宰
の
六
卿
に
象
っ
た
も

の
で
、
E

』
れ
が
品
製
夏
は
周
臓
の
理
想
に
依
っ
て
天
下
智
治
な
る
ご
一
五
ふ
制
度
が
支
那
り
路
市
民
に
於
て
形
式
的
に
滅

び
た
こ
ご
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
筏
辛
亥
革
命
ま
で
の
帝
政
は
名
の
み
の
帝
政
で
、
酬
明
想
の
あ
る
徳
治
主

義
の
帝
政
は
、
質
質
の
上
に
於
て
滅
び
て
居
る
の
み
な
ら
子
、
形
式
の
上
に
於
て
も
滅
び
て
仕
舞
勺
て
居
る
に
拘

支
那
の
共
和
政
油
田
成
立
及
び
建
設

f時

，'l~、
日間

第
二
十
巻

{
第
三
挽

七
九
)

E==一一



支
那
白
共
和
政
泊
四
成
立
且
び
建
設

ら
干
、
そ
れ
が
名
の
み
で
も
存
し
て
居
る
こ
ご
が
出
来
た
の
は
.
本
は
徳
治
主
義
の
帝
政
の
惰
性
で
あ
る
さ
考
へ

時

論

第
二
十
在

(
第
三
挽

八
(
V
)

有

囲

る
の
で
あ
る
。

苫
う
一
式
ふ
評
で
支
那
の
帝
政
吉
云
ふ
も
の
は
人
民
の
大
多
数

ω利
益
宰
稲
を
関
み
な
い
の
が
快
典
で
あ
る
、
人

民
の
大
多
数
の
利
盆
幸
編
を
顧
み
る
錦
め
に
は
ど
う
し
て
も
之
を
介
し
て
共
和
政
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
m
H
Z
云
ふ

人
民
的
自
覚
或
は
士
紳
、
識
者
階
級
等
の
提
叩
閉
じ
基
づ

t
所
の
所
謂
共
和
主
義
の
革
命
の
斜
め
に
作
れ
た
の
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
支
那
に
於
て
帝
政
が
滅
び
た
、
清
朝
が
滅
び
た
か
ら
正
言
ム

τも
、
其
の
常
然
の
結
果

ご
L
て
共
和
政
治
が
起
る
ご
一
五
ふ
-
】
ご
仁
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
は
支
那
の
一
九

一
年
の
所
謂
辛
亥
革
命
宮
崎
に
於
て
、
革
命
軍
の
方
で
費
し
た
深
山
の
倣
文
さ
か
怖
告
ご

か
一
不
誠
ご
か
宣
言
正
か
画
臆
ご
か
昭
一
曾

t
か
云
ふ
様
な
も
の
を
読
ん
で
戚
十
る
-
】
ご
は
、
如
何
に
も
此
の
革
命
ご

云
ふ
も
の
は
、
賞
初
は
積
族
主
義
の
革
命
で
あ
っ
た
様
に
思
は
れ
る
こ
正
、
郎
も
興
漢
滅
満
正
一
五
ふ
こ
ご
が
其
の

精
科
ご
な
っ
て
居
る
様
に
芯
は
れ
る
こ
ご
で
ゐ
る
Q

満
洲
人
を
以
て
東
品
の
賎
種
に
ご
か
、
犬
羊
の
遺
墜
H
H
Z

か
、
満
奴
だ
正
か
、
縫
嵐
に
ど
か
、
異
種
巣
族
に
己
か
言
っ
て
馬
h
、
そ
れ
が
紳
州
中
尉
り
他
を
纂
傘
し
、
黄
帝

一
岬
農
の
遺
訓
阿
た
る
漢
族
を
市
号
制
注
戚
の
下
に
阿
世
抑
し
た
己
か
、
践
醐
腿
踏
し
て
牛
馬
己
な
し
奴
隷
芭
な

Lhμ

古

か
、
我
が
黄
再
阿
を
茶
毒

L
、
成
が
一
脚
明
を
擾
乱
し
た
ご
か
言
っ
て
、
瞬
世
の
奇
差
、
絶
代
の
戸
恥
で
あ
る
古
稽



し
、
今
や
此
の
不
倶
戴
天
の
仇
敵
を
滅
ぼ

L
、
渓
人
を
異
族
の
虐
政
よ
り
救
ひ
、
神
州
を
党
復
[
、
腺
抽
坦
の
徐
毒

を
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
同
胞
の
深
仇

E
恥
を
雲
が
な
け
れ
ば
な
ら
必
な

E
、
就

L
、
努
め
て
積
族
的
感
戚

を
挑
接
す
る
様
な
俳
句
に
充
も
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
町
一
市
ド
酬
叩
諸
問
一
昨
耽
錫

J
鉱
純
情
一
一
そ
の
中
に
は
長
田
支

賊
の
乱
を
卒
定
し
た
る
曾
閥
落
、
間
林
翼
、
左
宗
索
、
李
前
章
な
ど
の
所
謂
中
興
の
名
伊
、
白
蓮
教
の
乱
を
手
定

し
た
る
楊
也
着
、
楊
芳
な
Y
」
を
、
関
恥
を
念
は
や
逆
虜
の
瓜
牙
ご
な
っ
て
、
骨
肉
を
残
す
る
も
の
で
あ
る
如
(
馬

っ
て
居
る
品
川
な
僻
句
も
見
b
て
居
る
。

宣
統
三
年
十
一
月
に
孫
丈
の
費
し
た
封
外
宣
言
書
に
も
、
常
7

漏
清
未
μ

織
-
-
神
明
付
一
之
先
¥
諸
夏
文
明
之
邦
、
貴
許
昌

世
界
各
岡
-
以
下
交
通
往
来
及
官
4
4

一
術
数
旨
い
之
自
由
¥
馬
問
之
著
述
、
大
秦
且
品
数
刷
叶
之
記
載
、
斑
々
一
叫
av
考
也
、
有
明
失

政
、
満
夷
入
玉
、
本
ニ
其
狭
隆
之
心
胸
、
自
な
之
僻
見
二
設
柏
崎
ご
綿
々
政
令
一
、
国
閉
同
封
、
不
レ
令
官
中
士
文
明
典
=
世
界

各
邦
-
相
接
周
~
途
使
下
一
珊
明
之
出
問
、
日
趨
a

倦
野
-
、
天
賦
知
飽
相
暗
=
於
畿
展
、
愚
民
自
銅
止
、
此
不
昌
細
川
人
道
之
魔
障
】
、

一
一
概
=
減
異
穐
司
、
白
羽
品
自
使
、
百
折
不
愛
之
虐
政

抑
亦
文
明
各
国
之
公
敵
Z
炉
、
桶
清
政
府
之
政
策
、
費
三
一
コ
口
之
、

而
己
、
吾
人
受
砂
之
阪
久
、
迫
而
出
於
革
命
亦
岡
其
所
ご
か
、
端
清
政
府
欲
b

使
一
多
放
満
入
、
永
遠
属
=
伏
於
其
専
制

之
下
ヘ
而
彼
得
h
m
擁
居
有
財
守
同

L
F猫
一
蕃
育
於
其
局
ヘ
遠
不
恥
山
単
一
間
=
害
吾
民
-
、
以
岡
三
自
利
目
ご
か
一
お
ふ
様
な
文
句
が

。
官
統
三
年
十
一
月
=
十
六
日

あ
る
北
京
盛
行
帝
岡
日
報

古
う
一
五
ふ
様
に
辛
亥
革
命
吉
一
五
ふ
も
の
は
如
何
に
も
積
族
主
義
の
輩
命
で
め
る
如
〈
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、

時

論

支
那
の
共
利
政
油
田
成
立
及
び
睦
設

第
二
十
巻

(
第
三
競

八

) 
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(
第
一
二
腕
八
一
-
)

ド
#
ν
v
w
F

ぞ
れ
が
段
々
に
満
洲
の
君
位
を
除
去
L
Z
へ
す
れ
ば
宜
し
い
ご
一
五
ふ
，
=
」
に
紛
少
し
た
の
で
あ
る
o

満
洲
の
主
権

I~~f 

論

主
那
白
共
和
政
抽
の
成
立
及
び
建
設

第
二
十
巻

五
=
一
六

即
ち
優
越
融
怖
を
除
去
す
れ
ば
よ
い

Z
云
ふ
ニ
ご
に
な
h
、
遂
に
渓
満
蒙
凶
戒
五
族
共
和
三
五
ふ
二
ご
仁
な
っ
た
の

で
あ
る
o

種
族
革
命
の
主
義
な
b
ば、

そ
れ
で
徹
底
的
に
押
し
通
し
た
方
が
よ
伊
つ
ロ
慌
に
考
へ
ら
れ
る
。
?
?

す
れ
ば
、
満
洲
‘
蒙
古
、

同
握
、
西
成
等
を
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
も
知
札
ぬ
が
、
其
の
代
り
漢
人
の

支
那
は
固
ま
る
こ
さ
に
な
っ
た
か
古
思
は
れ
る
。
然
る
に
積
族
主
義
の
革
命
で
押
し
通
せ
ば
、
満
蒙
回
藤
ef
敵
己

し
な
け
れ
ば
な
ら
心
-
〕
ピ
に
な
っ
た
も
の
に
か
ら
、

ぞ
れ
を
緩
和
す
る
斜
め
に
、
稗
族
主
義
の
革
命
で
は
な
い
、

渓
滞
家
回
戒
を
令
し
て
一
共
和
闘
ご
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
、
満
洲
人
を
讃
斥
す
る
の
で
は
な
い
、
去
ら
ん
芭
欲

す
る
所
の
も
の
は
一
君
位
に
過
ぎ
な
レ
正
言
ふ
こ
正
に
な
っ
た
の
で
あ
る
c

一
』
れ
は
宣
統
三
年
十
一
月
十
記
一
年

初
一
日
上
海
の
議
和
食
議
に
於

τ、
革
命
政
府
ぞ
代
表

L
た
伍
廷
芳
が
言
っ
た
鮮
で
ゐ
る
c

そ
れ
か
ら
伍
廷
芳
は

宣
統
三
年
十
二
月
立
ト
一
一
初
め
に
家
古
王
公
に
劃
す
る
返
事
の
電
報
に
も
、
民
軍
望
輔
の
目
的
は
、
漢
漏
蒙
回

戒
を
合
し
て
一
大
共
和
国
吉
な
さ
ん
ご
欲
す
る
に
あ
ち
、
此
の
由
準
決
し
て
漢
人
の
自
私
自
利
の
斜
め
に
起
見
す
る

に
非
中
、
満
蒙
回
戒
ど
同
じ
〈
専
制
奴
隷
の
苦
を
脱
し
て
、
共
和
兄
弟
の
幾
合
受
け
ん
Z
欲
す
る
に
過
ぎ
子
Z
言

っ
て
居
る
の
で
あ
る
o
比
一
世
作
針
転
判
官
忠
一
一
切
削
報
u

・

き
う
云
ふ
誇
で
、
将
族
革
命
は
、
質
質
上
に
於
て
も
、
形
式
上
に
於
て
も
、
併
に
滅
び

τ仕
舞
つ

τ、
只
に
名

の
み
存
L
J
L
居
た
荷
物
の
帝
政
に
最
後
の
打
撃
を
奥
ふ
る
鴨
川
め
の
標
競
で
あ
っ
允
が
、
清
朝
の
帝
政
も
名
の
み
で



詰
ら
凶
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
殆
ん
い
と
滅
び
き
う
な
形
勢
に
な
っ
た
り
れ
ど
も
、
北
(
の
質
種
族
主
義
の
革
命
で
も

な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
詰
ら
な
い
も
の
で
め
っ

πか
ら
、

そ
ー
れ
だ
け
で
は
滅
び
古
う
に
な
っ
た
清
朝
を
滅
ぼ

す
こ
ご
が
出
来
宇
、
開
族
主
義
の
革
命
で
は
な
〈
、
共
和
主
義
の
輩
命
で
ゐ
晶
、
渓
満
蒙
回
戒
五
族
の
共
和
主
義

で
あ
る
ご
言
つ

τ、
清
朝
の
帝
室
を
退
位
せ

L
め
て
織
か
に
始
末
を
つ
け
た
の
で
ゐ
る
。

栂
族
主
義
の
革
命
で
な
〈
、

共
和
主
義
の
草
命
で
あ
る
Z
言
へ
ば
、
人
民
の
大
多
数
の
利
盆
幸
一
贈
を
闘
る
柏
崎
め

に
、
君
主
政
髄
を
麗
し

τ、
民
主
共
和
主
義

ω政
鰭
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
一
五
ふ
政
治
主
義
の
革
命
で
あ
る

様
ご
聞
'
ロ
る
が
、

古
う
で
は
な
い
1

0

革
命
常
時
の
文
献
に
於

τ、
民
闘
を
建
立
す
る
さ
か
、
岡
民
革
命
で
あ
る
ご

M
M

一
五
ふ
こ
さ
は
言
っ
て
ゐ
る
が
、
何
故
一
民
国
を
建
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
臥
か
、
何
故
に
鴎
民
革
命
を
起
き
な
り

れ
ば
な
ら
凶
ご
一
五
ふ
理
由
は
少
じ
も
明
か
に
な
っ

τ居
な
い
。
座
制
が
惑
い
ご
か
、
専
制
が
惑
い
ご
か
云
ふ
ニ
ピ

は
言
つ
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
満
州
政
府
が
禁
の
専
制
の
下
仁
漢
人
を
座
制
し
た
の
が
悪
い
さ
云
ム
意
味
で
あ
る
。

君
主
政
は
何
故
に
窓
〈
、
何
故
に
共
和
政
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
宝
石
ム
こ
己
は
、
革
命
官
時
の
文
献
に
於
て
殆

ん
H

と
後
見
す
る
ニ
正
が
出
来
な
い
の
で
ゐ
る
o

自
由
、
平
等
、
博
愛
な
ど
、
一
疋
ふ
両
洋
侍
来
の
窓
抽
出
な
楳
語
は
用

ゐ
ら
れ
で
あ
る
が
、
共
和
政
で
な
げ
れ
ば
、
支
那
に
於
て
大
多
数

ω人
民

ω利
盆
幸
一
一
淵
は
固
ら
れ
な

ν、
君
主
政

で
は
駄
目
で
あ
る
ご
一
瓦
ふ
貝
健
的
の
理
由
を
来
げ
て
居
る
文
献
は
殆
ん

Y
一な
h
u

の
で
あ
る
o

伍
延
芳
は
術
、
家
、

回
、
凝
£
共
に
専
制
奴
隷
の
習
を
賊
し
て
・
共
和
兄
弟
の
奨
を
受
け
る
の
が
目
的
で
あ
る
古
言
っ
て
居
る
が
、
清

町

論

主
加
の
共
和
政
的
的
成
立

A
H
V
建
設

第
二
十
巻

(第一一一挽

ノ、

五
三
七



時

1曲

支
那
の
共
和
政
治
の
成
ー
及
刊
日
産
設

第
二
十
巻

(
第
一
ニ
挽

八
四
}

五
三

A

明
の
帝
位
を
去
る
V
H
り
で
、
刊
と
う
し
て
其
の
円
的
が
蓬
せ
ら
る
、
で
あ
ら
P

ヲ
か
。
清
朝
の
帝
位
を
去
る
だ
り
で
逢

せ
ら
る
、
共
和
兄
弟
の
楽
な
ら
ば
、
清
朝
の
帝
位
あ
る
が
銭
的
の
専
制
奴
隷
の
苦
£
一
五
ふ
も
の
は
、

E
う
一
五
ふ
苦

で
あ
ら
う
か
。

四

さ
PZ五
ふ
課
で
清
朝
末
の
辛
亥
革
命
ご
一
五
ふ
も
の
は
、
革
命
ご
し
て
は
貨
に
誌
ら
ぬ
革
命
で
あ
る
。
民
族
主
義

の
革
命
で
も
な
〈
、
叉
政
治
主
義
の
革
命
で
も
な
い
。
只

Y
満
洲
の
主
権
を
除
、
き
、
満
洲
の
優
越
権
-T
去
り
さ
へ

す
れ
ば
よ
い
V

正
云
ふ
程
度
の
も
の
で
あ
る
o

か
う
云
ふ
詰
ら
ぬ
革
命
に
依
っ
て
清
朝
の
帝
政
が
滅
び
た
の
は
、
貫

に
阪
に
其
の
前
か
ら
滅
び
て
居
っ
て
、
清
棚
酬
の
帝
政
英
の
も
の
は
甚

π笠
岡
ら
な
い
も
の
さ
な
っ
て
賎
た
掛
川
め
で
あ

る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
蛍
時
北
方
の
議
和
代
表
ご
し
て
上
海
の
議
和
曾
議
に
臨
ん
で
居
っ
た
唐
紹
儀
は
、
漢
人

が
桶
川
仰
の
君
主
を
認
め
な
い
な
ら
ば
、
己
に
曲
目
離
を
持
っ
て
君
主

t
異
ら

F
る
表
世
凱
は
渓
人
で
あ
る
か
ら
、
之

を
擁
戴
し
て
立
憲
君
主
政
関
ご
す
る
が
よ
い
ご
一
氏
ふ
意
見
を
持
つ

τ居
た
さ
云
ふ
こ

Z
は
、
嘗
時
新
聞
に
侍
へ
ら

れ
た
話
で
あ
る
が
、
私
は
唐
紹
儀
正
一
五
ふ
人
の
如
何
に
も
考
へ
き
う
な
意
見
で
あ
る
吉
田
山
っ
た
の
で
あ
る
。
昔
時

南
方
は
共
和
卜
T
一
義
を
主
持
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
共
和
之
云
ふ
原
則
を
定
め
た
上
で
パ
弛
け
れ
ば
、
議
和
曾
議
は
開

か
ぬ
己
主
張
し
て
居
る
。
然
し
そ
れ
は
満
洲
の
君
主
を
除
〈
か
除
か
ぬ
か
ご
云
ふ
こ
ぜ
で
、
民
主
共
和
の
政
治
で

な
け
れ
ば
、
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
事
編
は
固
ら
れ
ぬ
、
君
主
政
治
で
は
そ
れ
は
望
ま
れ
ぬ
吉
一
五
ふ
主
張
で
は
な



い
o

叉
宮
町
鴎
民
品
目
議
を
開
い
て
、
共
和
ご
す
る
か
、
立
憲
君
主
に
す
る
か
決
す
ぺ

t
t
一五、
L
A

議
論
も
附
暗
ん
で
あ

つ
犯
が
、

そ
れ
も
矢
張
り
術
洲
山
君
主
を
除
去
す
べ
き
か
否
か
の
議
論
で
あ
つ
わ
い
P

そ
れ
だ
か
ら
犯
は
哀
世
凱
に

-
』
れ
は
自
分
な
ら
ば
皇
帝
に
な
れ
る
な
ご
一
五
ふ
戚
想
を
此
の
昨
か
ら
持
た
し
め
穴
こ
さ
、
思
ム
の
で
あ
る
。
実
世

凱
が
帝
政
を
賀
行
せ
人
ご
す
る
に
至
つ
允
の
は
、
後
の
こ
正
で
あ
る
が
、
此
の
時
の
南
北
交
渉
り
聞
に
盟
臨
時
き
れ

た
本
気
に
依
っ
て
、
哀
世
凱
は
さ
う
云
』
戚
想
を
此
の
時
か
ら
抱
い
た
も

ωで
あ
ら
う
ご
一
五
ふ
ニ
ご
は
私
の
信
す

る
所
で
あ
る
o

孫
文
の
如
、
き
革
命
の
首
謀
者
で
ゐ
り
、
革
命
の
成
敗
に
掛
し
て
大
責
任
を
持
っ
て
居
る
も
の
で

も
、
共
和
民
主

ω政
治
な
ど
に
は
寸
宅
も
理
解
ゐ
る
べ
き
筈
が
な
い
所
の
哀
世
凱
に
劃
L
て
、
閑
下
掛
材
大
略
、

共
和
園
長
初
山
大
総
統
は
閣
下
を
措
い
て
他
に
人
な

L
、
胤
下
じ

L
て
就
職
す
れ
ば
、
自
分
は
何
時
で
も
僻
職
す

る
な
ど
、
云
ふ
碩
僻
4
M
A

上
っ
て
居
る
の
で
ゐ
る
。

侃
延
芳
一
か
宣
統
三
年
十
一
月
、
上
海
山
雨
北
議
和
曾
議
仁
於

τ、
中
国
人
の
程
度
は
未

r共
和
立
憲
の
科
度
に

は
蓬
せ
肉
、

丁
度
君
主
立
憲
が
過
賞
で
あ
る
=
云
ふ
議
論
も
あ
る
が
、
君
主
立
憲
に
遁
常
で
あ
る
な
ら
ば
、
共
和

立
憲
に
通
せ
宇
Z
云
ふ
理
由
は
な
い
、
君
主
立
憲
ご
共
和
立
憲
己
の
差
は
、
只
だ
君
主
を
戴
〈
か
、
大
総
統
を
戴

〈
か
の
差
に
過
ぎ
な
い
、
宕
L
中
閣
の
人
民
が
能
〈
立
憲
君
主

ω下
に
治
を
受
〈
る
な
ら
ば
、
何
ぞ
立
憲
共
和
の

大
総
統
の
下
に
治
を
受
〈
る
能
は
や
ご
の
理
窟
は
あ
ら
う
か
、

き
う
い
ふ
一
小
過
の
議
論
は
成
立
す
る
も
の
で
な

い
¥
中
闘
の
人
民
は
近
年
中
央
の
資
政
院
、
各
省
り
諮
議
局
に
於
て
皆
選
患
を
行
っ
て
居
る
、
濁
h'
大
総
統
の
怒

時

言街

主
那
の
共
和
政
泊
め
成
立
及
び
建
設

第
二
十
巻

(
第
三
続

/1‘ 
宝王

五
三
え



l時

品肯

支
那
O
共
和
政
情
白
成
立

A
F
建
設

第
二
十
巻

(
第
三
一
雄

入
六
)

五
回
O

血
中
を
行
ひ
得
な
い
ご
一
五
ム
理
由
は
な
い
、
共
和
政
治
に
通
し
な
い
ご
云
ふ
こ
芭
は
断
じ
て
な
い
ご
一
五
ふ
議
論
を

L

た
さ
云
ふ
こ
£
は
、
賞
時
支
那
の
新
聞
仁
徳
へ
ら
れ
た
ニ
ざ
で
、
ど
れ
程
事
寅
で
あ
る
か
分
か
ら
ぬ
が
、
伍
延
芳

の
言
ひ
き
う
な
議
論
で
あ
る
。
伍
延
芳
は
清
朝
時
代
に
於
て
米
国
駐
在
の
会
徳
正

L
τ
雄
緯
宏
欝
を
以
て
非
常
な

名
産
を
博
し
、
叉
清
明
未
に
沈
由
来
本
吉
共
に
修
訂
法
律
大
臣
ぜ
な

h
、
法
律
上
智
識
も
あ
り
、
政
治
上
に
於

τは

最
も
進
歩

L
た
意
見
を
抱
い

τ居
た
人
を
、
そ
れ
日
い
か
ら
清
朝

ω大
住
吉
し
て
、
清
朝
に
背
い
て
共
和
政
府
の
大

巨
芭
な
っ
て
も
敢
て
耽
ご
し
な
か
っ
た

ωで
ゐ
る
が
、
南
方
共
和
政
府
の
代
表
者
正
し
て
、
最
も
共
和
政
の
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
芭
云
ふ
ニ
ご
に
通
暁
し
て
居
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
り
、
叉
共
の
責
任
ゐ
る
詩
で
あ
る

に
拘
ら
や
、
立
憲
君
主
の
君
主
に
代
ふ
る
に
大
総
統
を
以
て
す
れ
ば
、

き
う
し
て
諮
議
局
議
員
や
、
資
攻
院
議
員

を
選
来
す
る
慌
に
、
大
総
統
を
建
摩
す
れ
ば
、

そ
れ
で
共
和
政
が
出
来
る
と
考
へ
て
居
た
伎
で
ゐ
る
。
驚
(
べ
き

こ
さ
、
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
或
は
伍
延
芳
は
異
に
さ
う
考
へ
た
の
で
は
な
〈
、

3
z，
言
は
な
り
れ
ば
、

~t 
方

を
し
て
共
和
政
に
賛
成
せ
し
む
る
ニ
ピ
が
出
来
ぬ
、
北
方
を
し
て
賛
成
せ
し
め
な
け
れ
ば
到
底
共
和
政
を
成
立
せ

L
h
u
る
ニ
ご
が
出
来
ぬ
ご
考
へ
て
、

き
う
言
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
ヲ
ぞ
れ
な
ら
ば
そ
ん
な
こ
さ
で
北
方
を
誕

魔
化
し
て
共
和
政
を
成
立
せ
し
め
柁
こ
正
、
な
る
の
で
ゐ
品
。

一
層
詰
ら
な
い
英
和
政
ご
言
は
な
り
れ
ば
な
ら

前
向
。
兎
も
角
此
の
知
〈

L
て
支
那
の
現
在
の
共
和
政
三
五
ふ
も
の
は
出
来
た
の
で
あ
る
。

五



此
の
如
〈
・
常
政
で
は
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
一
一
臓
は
望
ま
れ
ぬ
、
ヲ
そ
れ
に
は
共
和
政
で
な
げ
れ
ば
な
ら
肉
、
そ

れ
故
帝
政
を
北
げ
し
て
共
和
政
を
起
き
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
ピ
云
ふ
理
由
で
、
支
那
の
帝
政
は
滅
び
た
誇
で
な
い
か

色
、
帝
政
が
滅
び
た
か
ら
ご
言
っ
て
、
其
の
結
果
ご
し
て
常
然
に
共
和
政
が
出
来
る
Z
云
ふ
筈
は
な
い
の
で
あ

る
。
ぞ
れ
じ
h
拘
は

ι中
共
和
政
が
出
来
た
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
こ
れ
は
臭
の
共
和
政
で
な
い

tz一
五
ふ
こ
さ
を
意
味

t
る
も
の
で
あ
る
o
名
は
共
和
政
で
も
震
は
共
和
政
で
な
い
o
名
は
何
£
で
も
つ
け
ら
れ
る
が
、
悟
史
家
ご
し
て

は
名
は
共
和
政
だ
か
色
共
和
政
で
あ
る
Z
し
て
済
ま
し
て
置
(
諜
に
は
往
か
な
い
の
で
あ
る
。

ジ
エ

1
・ォ

1
・ピ

1
・
プ
ラ

y
r氏
は
支
那
の
革
命
は
無
意
味
な
地
方
の
叛
乱
よ
り
後
生
L
、
地
方
宵
憲
の
無

能
無
カ
な
る
矯
め
俄
然
ご
し
て
意
外
の
大
乱
賦
態
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
支
那
の
共
和
国
は
か
〈
て
構
成
あ
る

指
導
者
も
な
〈
、
人
民
を
し
て
共
和
民
国
の
人
民
吉
し
て
結
合
せ
[
一
む
る
に
必
要
な
阿
久
的
の
要
素
も
な
く
、
会

然
建
設
的
の
精
神
を
快
い
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
代
議
政
糟
を
要
撃
も
し
な
け
れ
ば
、
叉
其
の
何
た
る
か

を
全
然
理
解
も
し
な
い
所
内
人
民
に
、
突
如
ご
し
て
附
奥
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
支
那
の
共
和
民
国
は
震
に
帝
政

ケ
一
唱
す
ス

が
作
れ
て
支
那
が
俄
然
ご
し
て
陥

h
t混
沌
紋
態
か
ら
窓
外
の
機
合
、
偶
然
の
幸
運
に
依
っ
て
後
生

L
た
も
の

で
、
誕
生
ほ
質
に
偶
然
で
、
天
死
の
蓮
命
は
既
に
誕
生
の
時
か
ら
定
ま
っ
て
居
た
課
で
あ
る
さ
云
ム
様
な
考
へ
を

述
べ
て
居
る
。
彼
は
清
朝
の
帝
政
が
滅
び
て
共
和
政
の
超
円
ノ
た
の
は
、

一
の
偶
然
事
、
或
は
数
附
然
事
の
漣
綴
的

結
果
に
過
ぎ
な
い
様
に
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
o

然
し
世
界
何
れ
の
閣
の
共
和
政
己
離
も
か
つ
て
偶
然
に
起
っ
た

時

h脅

宝
那
白
共
和
政
拍
白
成
立
及
び
建
設

第
二
十
巻

(
第
一
コ
銃

λ
七
)

五
回



時

音信

支
那
の
共
和
政
抽
の
成
立
及
び
建
設

第
二
十
巻

(
第
三
挽

λ
λ
)
 
王
回

も
の
は
な
い
、
倒
蘭
西
は
回
よ
り
、
米
関
で
も
、
又
中
米
南
米
の
諸
共
和
国
で
も
、
智
英
の
人
民
の
共
和
園
た
ら

私
は
支
那
の
共
和
政
が
偶
然
に
起
っ
た
ご
す
れ
ば
、

起
っ
た
の
で
な
い
鐙
擦
古
書
へ
考
へ
る
の
で
あ
る

c
r
p
h
h
h
p時
誠
一
旬
開
ω

む
「
官

ん
芭
す
る
要
望
仁
基
づ
い
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は

五
族
共
和
ご
一
五
ふ
こ
さ
は
誰
が
何
時
言
ひ
始
め
た
も
の
で
あ
る
か
は
は
っ
雪

h
ご
分
か
ら
な
い
。
昨
年
李
烈
鈎

氏
家
削
引
の
際
に
、
李
氏
な
ら
ば
革
命
の
元
朝
で
も
あ
る
か
ら
或
は
知
っ
て
目
的
る
か
も
知
れ
ぬ
ご
思
ひ
、
私
の
友
人

で
李
氏
を
知
っ
て
居
る
人
に
悶
ね
て
貰
っ
た
が
、
李
氏
は
革
命
の
営
初
五
色
旗
り
作
成
せ
ら
れ
し
際
‘
阪
に
五
族

共
和
は
之
に
象
徴
さ
れ
し
事
貨
に
徴
し
て
も
、
倒
桶
興
議
己
五
族
共
和
正
、
何
れ
が
先
‘
何
れ
が
後
な
ど
、
言
ふ

べ
き
も
の
で
は
な

ν、
五
族
共
和
吉
一
五
ふ
言
葉
を
作
っ
た
人
以
別
仁
な
h
w
J
W
G

言
。
七
言
一
五
ふ
こ
ご
で
あ
る
o

私
は

そ
れ
は
李
氏
は
知
ら
な
い
様
で
ゐ
る
が
、
伍
延
芳
は
前
に
述
べ
た
様
に
、
宣
統
三
年
十
一
月
初
.
郎
、
一
九
一
一

年
十
二
月
に
就
に
五
族
を
合
し
て
一
大
共
和
国
を
な
す
り
が
、
革
命
ゆ
日
的
で
ゐ
る
ご
云
ム
様
な
こ
ご
を
言
つ
一

τ

悪
意
で
作
錯
し
た
も
の
で
は
固
よ
り
な
い
に
し
て
も
、

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伍
廷
芳
は
故
鋳
に
五
族
共
和
の
共
和
を
以
て
、
民
主
共
和
の
共
和
に
附
命
日
[
ゃ
う
Z
云
ふ

さ
フ
云
ム
伍
延
芳
の
考
へ
な
ど
が
原
に
な
っ
て
、
五
族
共

和
正
云
ふ
言
葉
が
出
来
た
も
の
で
な
い
か

Z
思
ふ

ωで
あ
る
。

こ
れ
は
買
に
思
白
い
こ
ご
で
、
私
は
支
那
の
共
和
政
ご
云
ふ
も
り
が
、
民
主
共
和
で
な
け
れ
ば
な
ら
必
ご
云
ム

支
那
人
の
深
い
自
覚
に
基
づ
い
て
起
っ
た
も
の
で
な
い
ι

ご
一
五
ふ
-
』
ご
を
一
不
す
何
よ
り
の
詮
疎
で
ゐ
る
正
回
心
ふ
の
で



あ
る
o

李
氏
は
自
覚
し
な
い
様
で
あ
る
が
、
此
の
如
〈
李
氏
の
縫
な
革
命
の
首
脳
ご
も
一
式
ふ
べ
き
人
の
自
覚
L
な

い
所
に
、
支
那
の
共
和
政

E
Xふ
も
の
が
如
何
な
る
僚
値
の
も
の
で
あ
る
か
正
云
ふ
こ
ご
は
よ
〈
評
債
さ
れ
る
慌

に
考
へ
ら
れ
る
。

ヲ
ぞ
れ
で
私
は
支
那
の
今
日
の
共
和
政
吉
一
耳
ふ
も
の
は
、
名
は
共
和
政
で
も
質
は
共
和
政
で
な
い
さ
考
へ
る
の
で

あ
る
が
、
然
ら
ば
何
で
ゐ
る
か

Z
言
ふ
ご
、
清
朝
は
減
己
L
た
、
帝
政
は
復
た
越
す
吋
p
t

、
も
な
い
、
外
に
仕
方
は

な
い
か
ら
、
民
主
共
和
に
は
会

f
関
係
の
な
い
五
族
共
和
ご
云
ふ
意
味
を
附
曾
し
て
、
民
主
共
和
に
会
〈
理
解
の

な
い
北
方
軍
人
吉
妥
協
し
た
政
治
の
形
式
、
或
は
政
治
の
放
態
己
で
も
一
再
ふ
べ
き
で
あ
る
ご
一
五
ふ
こ
ご
は
忍
の
考

へ
で
あ
る
。

か
う
一
両
ふ
無
意
義
な
共
和
政
か
ら
果
し
て
異
の
共
和
政
に
育
成
す
る
こ
ご
は
出
来
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

h 

は
非
帯
に
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
。

占，、

支
那
の
帝
政
は
其
の
思
い
快
鮎
、
印
ち
大
多
数
的
人
民
ゆ
利
盆
幸
幅
を
顧
み
な
い
ご
一
お
ふ
こ
さ
の
縛
め
に
、
大

多
数
の
人
民
の
憤
起
反
艶
を
促
が

L
、
或
は
少
数
指
導
階
級
の
白
血
且
反
省
を
促
が

L
・
ぞ
れ
が
匁
め
に
滅
び
、

さ

う
L
て
共
和
政
が
起
っ
た
吉
一
五
ふ
こ

Z
な
ら
ば
、
帝
政
が
滅
び
る
こ
ご
に
依
っ
て
共
和
政
が
起
h
、
共
和
政
が
超

る
こ
ご
に
依
つ

T
、
営
然
に
帝
政
の
悪
レ
柏
駅
典
は
除
去
さ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
何
Z
な
れ
ば
帝
政
は
大
多
数
の
人

民か

前

支
那
的
共
和
政
治
山
成
立
及
wv
建
設

第
=
寸
品
管

(停-一一競

λ
九
)

五
回
三



時

記布

支
那
の
共
和
政
治
由
成
品
札
止
が
建
設

第
一
十
巻

(
第
三
焼

九
O
)

五
四
回

民
の
刺
盆
辛
鵡
を
固
ら
な
い
か
ら
之
ぞ
れ
rし
て
、
共
和
政
を
起
し
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
漏
を
闘
ら
な
け
れ
ば

な
ら
れ
H
Z
云
ふ
の
が
、
共
和
政
の
困
て
起
る
精
神
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
然
る
に
屡
次
述
べ
た
様
に
、
帝
政
は
其

の
惑
い
快
典
の
矯
め
に
、
人
民
の
憤
起
反
針
或
は
識
者
の
自
費
反
省
令
促
が
し
、
ぞ
れ
が
縛
め
に
滅
び
た
の
で
は

な
〈
、
全
く
別
の
理
由
で
滅
び
た
の
で
あ
る
か
ら
、
帝
政
が
滅
び
て
も
、
異
の
共
和
政
は
起
ら
宇
、
名
の
み
の
共

和
政
が
出
来
て
も
、
帝
政
の
惑
い
侠
貼
は
少
し
も
除
か
れ
争
、
即
も
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
一
臓
は
九
で
顧
み
ら

れ
な
い
I
Z
云
ム
帝
政
時
代
の
紋
態
は
、
立
(
の
備
に
帝
政
の
遺
産

t
L
て
、
此
の
名
ば
か
り
の
共
和
政
に
残
さ
れ
て

居
る
の
で
ゐ
る
。

こ
れ
は
寅
に
悶
っ
た
遺
産
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
よ
b
も
一
屠
困
つ
ロ
遺
産
は
、
此
の
大
多
数
の
人
民
の
共
和
政
に

謝
す
る
無
智
無
誠
、
或
は
無
白
血
買
冷
淡
な
航
態
で
あ
る
o

帝
政
時
代
に
於
て
徳
治
の
及
ば
な
か
っ
作
所
に
、
跳
畑
地

L
車
両
勤
し
て
居
っ
た
所
の
土
民
群
盗
、
乃
至
鉱
業
の
務
民
、
無
籍
の
流
民
な
ど
は
、
共
の
催
に
残
っ
て
、
ぞ
れ
が

共
和
政
に
劃
し
て
無
智
誠
、
無
自
覚
で
ゐ
る
こ
芭
は
、
二
れ
は
己
む
を
得
な
い
こ
ご
で
あ
る
o

困
っ
た
こ
古
は
ぞ

れ
で
は
な

ν
。
徳
治

ω
及
ぶ
所

t
及
ば
ぬ
所
ご
の
聞
に
介
在
し
て
居
っ
た
所
の
大
多
数
の
人
民
、
或
は
一
屠
適
切
一

に
言
へ
ば
、
支
那
の
枇
舎
の
内
部
深
府
を
構
成
L
て
居
る
所
の
大
多
数
の
人
民
は
、
徳
的
主
義
の
帝
政
の
結
果
ご

し
て
、
橋
端
に
政
治
に
冷
淡
で
、
帝
政
が
阿
世
い
か
ら
ご
言
っ
て
、
之
島
比
れ
刊
し
て
業
和
政
に
し
な
り
れ
ば
な
ら
凶
戸

云
ム
様
に
、
政
治
上
の
手
段
に
依
っ
て
、
自
分
蓬

ω利
盆
辛
瓶
を
園
ら
ん
ご
す
る
考
へ
を
全
然
持
た
な
い
様
に
な



っ
て
仕
舞
っ
て
居
る
が
、

こ
れ
も
其
の
債
に
、
続
端
に
政
治
に
冷
淡
な
態
度
の
偉
に
残
さ
れ
て
居

ι
t云
ふ
結
は

最
も
困
っ
た
こ
ピ
で
あ
る
。
般
投
耕
氏
は
此

ω
支
那
人
民
の
政
治
に
劃
す
る
冷
淡
な
る
態
度
、
政
治
が
悪
け
れ
ば

之
を
改
良
せ
ん
芭
せ
守
し
て
、
却
つ
イ
L

盆
其
の
害
悪
を
泌
避
せ
ん
ざ
す
る
明
度
を
以
て
、
其
の
聯
省
自
治
に
趨
す

る
諮
捺
己
考
へ
て
居
る
が
h

割
払
は
反
封
に
こ
れ
は
其
の
尤
も
聯
省
自
治
仁
麹
せ
ぎ
る
誇
懐
古
考
へ
る
も
の
で
あ

る。
聯
省
自
治
ご
一
五
ふ
も
の
は
、
各
省
の
人
民
は
自
分
或
は
自
分
の
省
の
利
食
ば
か

b
考
へ
て
は
出
来
る
筈
が
な

ぃ
。
人
民
が
白
日
付
或
は
自
分
の
省

ω利
盆
ぞ
考
へ
る
前
に
先
づ
共
和
民
関
全
慢
の
利
盆
恥
一
考
へ
る
ぜ
云
ふ
こ
E
が

な
〈
て
は
聯
省
向
治
吉
一
五
ふ
も
の
は
、
到
底
成
立
つ
謬
は
な
い
o

私
は
自
分
或
は
自
分
の
省
の
利
盆
を
共
和
民
国

会
館

ω
利
盆
の
中
に
求
む
る
ご
い
ふ
人
民
の
考
へ
が
聯
省
自
治
の
骨
子
ご
な
ら
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
ぜ
考
へ
る
。
然

る
に
支
那
の
大
多
数
の
人
民
の
政
治
に
帆
到
す
Z
腕
端
な
る
冷
淡
は
、
自
分
さ
へ
よ
け
れ
ば
よ
い
、
自
分
速
の
利
盆

吉
へ
保
護
さ
る
れ
ば
、
共
和
民
閥
会
館
り
利
盆
な
い
と
は
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
R
云
ふ
考
へ
が
骨
子
仁
な
っ
て
居
る

の
で
あ
る
o

こ
れ
で
は
聯
省
自
治
は
到
底
成
立
た
な
い
。

U
ヨ
ン
・
且
チ
ュ

T

F
ト
・
ミ
W
F

は
代
議
政
耀

ω中
に
於
て
、
代
議
政
憶
に
通
せ
ぎ
る
枇
曾
紋
態
を
論

ι、
地
方

的
精
抽
仰
が
m自
ぴ
性
を
な

L
て
非
慌
に
強
{
な
っ
て
居
る
様
な
人
民
は
縦
ム
ザ
・
積
々
の
貼
に
て
自
由
に
泊

L
、
又
自
由

に
劃
す
る
準
備
が
出
来
て
居
る
ご
し
て
も
、
合
同
し
て
一
闘
民
を
な
す
こ
ご
は
、
縦
A
T
最
小
の
閥
民
で
も
遁
L
ま

T時

目前

支
那
の
共
和
政
治
の
成
立
及
川
日
建
設

第
二
十
巻

(部-一一腕

コh

』

五
四
五



同

i古

主
那
の
共
利
政
治
白
成
立
及
び
建
設

第
二
イ
容

(
第
一
二
一
概

ゴL

) 

五
回
大

い
、
恐
ら
〈
族
知
や
嫌
悪
の
怖
は
彼
等
相
互
の
問
を
反
楼
離
隔
せ

L
め
、
彼
等
自
ら
進
ん
で
合
同
を
な
す
ご
云
ム

可
能
性
は
全
く
な
く
な
る
で
あ
ら
う
が
、
仮
り
に
名
の
み

ω合
同
が
出
来
る
ピ

L
て
も
、
其
の
合
同
品
川
、
異
の
合
同

た
ら

1
h
u
る
に
必
要
な
る
戚
情
ご
習
慣
を
少
し
で
も
養
ふ
ご
云
ふ
こ
ご
は
恐
巴
〈
出
来
ま
い
‘
彼
等
は
古
代
の
一

枇
曾
の
市
民
の
知
〈
、
或
は
亜
細
亜
の
一
村
落
の
市
民
の
如
〈
、
対
落
或
は
都
口
巴
限
り
の
利
害
問
題
に
闘

L
て
は

資
際
非
常
な
努
力
を
な

L
、
又
其
の
狭
山
l

範
囲
に
限
っ
て
自
治
民
主
の
政
治
を
賀
行

L
、
税
見
る
に
足
る
べ
き
成

功
を
牧
め
得
た

h
ご
し
て
も
、

ι
れ
は
主
(
の
範
聞
に
限
ら
れ
、

手
れ
を
聡
わ
て
は
何
事
に
も
同
情
を
持
つ
ま
じ

〈
、
又
自
己

ω属
す
る
一
蹴
曾
め
外
の
多
数
の
岡
俊
な
枇
曾
に
共
通
す
る
利
害
問
題
を
取
扱
ふ
正
一
五
ふ
こ
ご
は
朋
自

慣
も
才
能
も
恐
ら
〈
め
る
ま
い
ご
一
再
ふ
様
な
議
論
を
試
み
て
贈
る
が
、
頗
る
支
那
今
日
の
獄
態
仁
趨
切
な
る
議
論

エ
ク
ス
ト
リ
イ
ム
・
メ
ツ

λ
4
W
手

ス

レ

デ

4
・
サ
プ
き
ツ
シ
ヨ
ン

で
あ
る
o

彼
は
叉
栂
端
な
無
抵
抗
の
態
度
芭
専
制
に
鵬
到
す
る
唯
々
諾
々
的

ω服
従
に
出
づ
る
様
な
人
民
は
代
議
政

健
に
通
し
な
い
さ
言
ひ
、
若

L
性
質
上
及
び
境
遇
上
新
る
卑
屈
な
扶
態
に
沈
諭
L
て
居
る
人
民
仁

L
て
、
代
議
制

度
を
得
た
h
，
と
す
れ
ば
、
彼
等
は
自
分
速
の
専
制
者
を
其
の
僅
に
代
議
士

t
L
て
選
出
す
る
外
な
き
こ
吉
、
な

り
、
彼
等
に
劃

t
る
軌
振
は
一
見
軽
〈
な
る
様
仁
思
は
れ
る
手
段
に
依
っ
て
.
却
っ
て
盆
重

ν様
に
な
る
で
あ
ら

ミ
ゲ
は
殆
ん
ど
政
治
に
劃
し
て
絶
望
的
に
冷
淡
で
、
民
主
で
も
君
主
で
も
ど
う
で
も
よ
い

う
Z
議
べ
て
居
る
が
、

ご
一
首
ふ
考
へ
で
、
い
と
も
ら
で
も
強
い
方
に
麗
4
る
ご
云
ふ
支
那
人
を
眼
中
に
畜
い
て
立
言
し
て
居
る
か
ご
思
は
れ

る
程
、
支
那
共
和
政
の
病
弊
に
泡
中
[
て
居
る
。
代
議
政
躍
に
池
し
な
い
£
す
れ
ば
一
層
共
和
政
に
過
す
る
も
り



で
な
い
こ
正
は
明
か
で
あ
る
。

七

支
那
の
大
多
数
の
人
民
は
帝
政
は
惑
〈
、
共
和
政
は
茎
ロ
レ
己
云
ム
是
非
の
判
別
さ
へ
も
出
来
な
い
か
、

き
う
で

な
り
れ
ば
政
治
に
は
非
常
仁
冷
淡
で
、

帝
政
で
も
共
和
政
で
も

FL
ん
な
政
治
-K
の
こ
ご
は
H
Y
γ

フ
で
も
よ
い
、
自

分
遣
の
利
盆
は
自
分
遣
で
枇
曾
的
に
自
衛
り
道
を
講
じ
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
ご
云
ふ
考
へ
に
な
っ
て
居
る
か
、
何
れ

に
し
て
も
、

共
和
政
に
謝
し
て
無
智
識
、
鈍
白
血
官
戒
は
無
戚
血
耳
、

乃
至
絶
望
的
冷
淡
な
紋
態
に
な
っ
て
居
る
の
で

あ
る
が
、

ニ
れ
は
帝
政

ω共
和
政
に
残

L
た
最
も
惑
い
遺
康
で
め
る
。

ヲ
ぞ
れ
で
き
へ
む
け
れ
ば
、
車
に
帝
政
が
大

多
数
の
人
民
り
利
盆
を
岡
ら
な
い
い
芭
一
五
ム
ピ
り
の
こ
ご
な
ら
ば
・
共
和
政
か
ら
考
へ

τ、
そ
れ
程
憂
ム
ペ
き
程
困

っ
た
こ
ご
で
は
な
い
o

そ
れ
は
其
の
結
果
Z
し
て
、
人
民
は
必
宇
帝
政
に
反
封
し
て
憤
起
す
る
筈
で
あ
る
か
ら
、

き
う
す
れ
ば
自
然
に
共
和
政
も
起
る
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
縦
令
人
民
が
憤
越
し

τ反
謝

L
た
潟
め
に
帝
政
が

滅
び
た
評
で
な
く
、
帝
政
の
滅
び
七

ωは
他
り
原
因
に
由
り
、
随
行
て
帝
政
の
滅
び
代
後
に
出
来
た
今
日
の
共
和

政
は
名
の
み
の
共
和
政
で
、
異
の
共
和
政
で
な
い
ご
し
て
も
、
膿
て
は
異
の
共
和
政
も
起
る
筈
で
の
る
か
ら
で
ゐ

る
O 

然
る
に
支
那
の
大
多
数
の
人
民
は
、
何
が
自
分
の
幸
稀
で
あ
る
か
を
自
費
せ
子
、
帝
政
が
悪
〈
、
共
和
政
が
茎
目

い
正
一
五
ふ
是
非
の
判
別
吉
へ
も
出
来
示
、
叉
政
治
上
積
械
の
手
段
に
依
っ
て
匡
救
を
闘
ら
ん
正
す
る
考
へ
が
な

綱吉

ii{Ai 

主
那
の
共
和
政
治
山
成
立
五
び
建
設

第
二

f
巷

{
部
三
腕

九
一
ニ
)

五
四
七



IIfp 

古

川市

主
郡
山
ポ
引
け
泊
山
成
立
及
び
建
設

第
二
十
巻

(
第
一
二
一
蹴

f， 
~H 

五
四
八

〈
、
将
端
に
政
治
に
冷
淡
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ど
で
は
、
何
時
に
な
っ
て
も
、
人
民
の
方
か
ら
は
共
和
政
を
要
望
す

る
精
神
は
起
っ
て
来
な
い
謬
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
取
に
帝
政
が
大
多
数

ω人
民
的
利
盆
ケ
闘
ら
な
い
吉
一
五
ふ
e

}

さ
よ
り
は
、
共
和
政
に
至
っ
て
一
層
困
っ
た
遺
産
宣
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
院
。

支
那

ω帝
政
は
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
卒
編
を
願
み
な
か
っ
た
が
ら
、
之
-f
廟
み
る
様
に
す
る
ご
一
五
ふ
こ
ご

は
、
共
和
政
が
是
認
事
れ
肯
定
さ
る
、
も
の
ご
す
れ
ば
、
是
認
苫
れ
肯
定
さ
る
、
唯
一
の
理
由
で
あ
る
o

然
る
に

こ
れ
が
依
然
ご
し
て
顧
み
ら
れ
芯
る
催
に
残
3
れ
、
叉
人
民
自
身
も
其

ω
利
盆
孝
一
臓
を
頼
み
て
貰
は
な
け
れ
ば
な

ら
mH
ご
一
五
ふ
考
へ
も
起
き
す
に
居
る
り
で
あ
る
か
ら
.
立
(
の
斜
め
に
名
り
み
の
共
和
政
は
何
時
ま
で
も
異
の
共
和

政
に
な
る
-
】
ご
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

帝
政
時
代
に
於
て
利
盆
卒
一
酬
を
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
大
多
数
の
人
民
自
身
の
裳
和
政
に
謝
す
る
鈍
智
誠
、
無
白

腕
直
乃
至
冷
淡
よ
h
も
、
真
に
一
層
共
和
政
に
収
っ
て
窓
し
む
べ
き
遺
産
は
、
指
埠
階
級
即
ち
動
機
、
理
由
は
何
れ

に
あ
っ
た
に
し
て
も
、
兎
も
角
帝
政
合
作
し
て
名
ば
か

h
の
共
和
政
で
も
起
し
た
所
の
少
数
識
者
階
級

ω
共
和
政

に
脅
す
る
無
理
解
、
無
反
省
で
あ
る
。

支
那
の
大
多
一
教
の
人
民
が
自
分
遣
の
利
盆
宇
繭
に
就
い

Iτ
無
智
識
、
無
自
覚
で
あ
る
吉
一
首
ふ
こ
芭
は
、
徳
治
主

義
の
帝
政
の
結
果
ご
し
て
、
徳
治
的
及
ば
ぎ
る
所
に
あ
る
佐
議
或
は
鉱
業
無
籍
の
流
民
な
ど
の
共
和
政
に
劃
L
τ

組
…
・
智
識
、
無
自
覚
で
あ
る
こ
正
、
同
様
、
己
u
t
f
得
な
い
こ
吉
、
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
凶
n
一
然
し
支
那
に
於
工
指



導
階
級
た
る
少
数
の
識
者
階
級
は
、
共
和
政
は
大
多
数
の

λ
民
の
利
益
幸
踊
を
困
る
に
非
れ
ば
無
意
義
で
あ
る
、

き
う
し
て
ぞ
れ
は
大
多
数

ω
人
民
自
h
其
の
利
盆
本
緬
ヤ
凶
る
潟
め
に
、
A
A
h

和
政
を
要
墜
し
、
支
持
し
、
擁
護
す

る
ご
云
ふ
こ
ご
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
ゐ
る
己
一
区
ふ
こ
子
伊
」
明
附
に
理
解
し
、
帝
政
を
此
押
し
て
名
り
み
の
共
和
政

を
起
し
た
も
の
正
し
て
、
之
&
莫
り
共
和
政
に
育
成
す
る
責
任
ゐ
る
こ
ご
を
痛
戚
し
て
、
人
民
を
指
導
し
な
け
れ

ば
な
ら
副
筈
で
ゐ
る
。
彼
等
以
帝
政
日
依
ウ
て
共
和
政
に
残
3
れ
セ
遺
産
を
彪
理
す
る
事
業
の
如
何
に
困
難
な
る

か
を
白
血
盟
し
、
人
民
を
指
消
唱
し
、
啓
後
し
、
警
閉
し
、
提
概
L
て
、
彼
等
を

L
て
共
的
利
盆
幸
繭
を
闘
る
怨
め
に

は、

E
う

L
て
も
共
和
政
で
な
げ
れ
ば
伝
ら
自
己
一
五
ふ
様
な
考
へ
を
起
吾
し
め
、
共
和
政
を
要
望
す
る
様
に
し
、

遂
に
は
人
民
自
身
を
し
て
自
ら
之
に
倉
一
興
し
、

之
を
支
持
す
る

E
Eふ
一
〕
ご
で
な
り
れ
ば
、
真
の
共
和
政
ご
は
言

は
れ
な
い
ご
一
式
ふ
考
へ
や
」
抱
が
し
か
る
ま
で
に
育
成
し
て
往
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
o

然
る
に
彼
等
は
帝

政
を
n
v
L
て
共
和
政
を
起

L
た
の
は
、
般
に
そ
れ
が
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
臓
の
錦
め
に
必
要
で
あ
る
さ
云
ふ

考
へ
に
出
で
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
大
多
数
の
人
民
の
利
盆
幸
一
一
臓
が
帝
政
時
代
記
同
様
に
顧
み
ら
れ

F
る
催
仁
獲

さ
れ

E
居
る
に
拘
は
ら
争
、

ぞ
れ
で
阪
に
共
和
政
が
出
来
て
行
舞
り
た
様
に
考
へ
、

そ
れ
を
顧
み
る
様
に
[
な
け

れ
ば
共
和
政
は
意
義
を
な
さ
な
い
，
こ
云
ふ
様
な
考
へ
も
な
〈
、
人
民
も
帝
政
時
代
正
同
様
仁
、
自
分
程
の
利
盆
幸

憾
に
共
和
民
国
の
人
民
ご
な
叶
た
も
の
ご
考
へ
て
、

編
の
骨
川
め
に
は
ど
う
し
て
共
和
政
E
な
け
れ
ば
な
ら

m
Z
一
五
ふ
様
な
自
覚
な
ど
は
篭
も
な
い
に
拘
は
ら
宇
、
其
の

之
を
し
て
何
時
に
な
っ
て
も
自
ら
之
を
支
持
す
る
こ
ご
は
恩

か
、
之
に
晶
君
典
す
る
ミ
ご
も
出
来
な
い
V

殺
な
無
智
識
無
自
覚

ω朕
態
仁
放
置
し
て
泣
い
1

て
も
、
共
和
政
ピ
し
て
梼

H与

j荷
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主
那
の
共
和
政
抽
出
口
喰
立
及
び
建
設

第
二
十
巷

{
都
三
挽

五
宜

O

は
な
い
様
に
考
へ
て
居
る

ωで
あ
る
。

理
想
だ
け
で
も
凡

τの
人
民
に
徳
治
学
及
ぽ
し
、
一
夫
も
所
を
得
fL
る
も
の
な
炉
ら
し
め
ん
ご
す
る
だ
け
が
よ
い

位
な
も
の
で
、
共
和
政
は
其
の
理
想
す
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
帝
政
よ
り
も
却
っ
て
惑
い
さ
言
は
な
り
れ
ば
な

こ
れ
で
は
帝
政
の
快
典
は
少

L
も
除
か
れ
な
い
。
却
っ
て
帝
政
の
方
は
、

ιぬ
。
帝
政
の
方
は
理
想
行
け
千
も
人
民
さ
の
聯
絡
が
あ
る
課
で
あ
る
が
、
共
和
政
は
賞
際
に
人
民
の
利
犠
辛
稿

を
岡
ら
な
け
れ
ば
、
人
民
さ
の
聯
絡
は
少
[
も
な
い
誇
で
あ
る
。
帝
政
を
件
L
て
此
の
如
き
共
和
政
を
越
す
必
要

は
何
廃
仁
あ
ら
う
か
。

此
の
如
〈
一
方
に
は
、
自
分
建
の
利
盆
幸
一
澗
の
斜
め
に
、
帝
政
が
善
い
か
共
和
政
が
善
い
か
ご
一
五
ふ
こ
さ
を
判

断
す
る
こ
ご
も
出
来
な
い
が
、
或
は
品
川
政
で
あ
ら
う
が
、
共
和
政
で
あ
ら
う
が
、
そ
ん
な
こ
ご
は
♂
う
で
も
よ
い

ご
一
再
ふ
大
多
数
の
人
民
が
あ
b
、
一
方
仁
は
、
き
う
云
ふ
大
多
数
の
人
民
が
あ
っ
て
も
、
帝
政
で
き
へ
な
け
れ

ヤ
ス

ば
、
古
う
し
て
形
式
上
の
大
総
統
=
民
閣
の
名
稗
さ
へ
あ
れ
ば
そ
れ
で
共
和
政
で
あ
る
如
〈
考
へ
る
安
思
想
の
指

導
階
級
が
ゐ
る
吉
一
五
ふ
有
様
で
は
、
異
の
共
和
政
、
印
も
多
数
人
民
の
自
慢
に
基
づ
き
て
、
主
(
の
利
盆
幸
一
臓
を
困

る
古
一
式
ム
共
和
政
の
成
立
正
云
ふ
ニ
芭
は
非
常
に
困
難
で
ゐ
る

Z
考
へ
ら
れ
る
。

七

支
那
の
指
導
階
級
が
一
般
に
帝
政
時
代
の
領
土
の
槻
念
を
共
和
政
に
な
っ
て
も
機
縮
刷
し
て
居
る
ご
云
ふ
こ

Z

R
共
和
政
に
取
勺
て
一
の
困
う
た
帝
政
の
遺
産
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
c

持
臨
時
四
組
け
れ
訳
防
相
官

て
居
る
詫
憾
で
あ
る
。
拙
者
近

代
支
那
諭
一
」
五
頁
以
下
参
照

支
那
の
徳
治
主
義
の
帝
政
に
於
て
は
、

賓
際
に
支
配
〔
な
い
地
方
で
も
支
那
の
領
土
で
あ
F
P
O

帝
政

E
L
て
は



そ
れ
で
差
支
へ
は
な
い
が
、
共
和
政
に
於
て
は
そ
れ
で
は
困
る
の
で
あ
る
o

な
は
支
那
の
政
治
に
利
害
関
係
を
威

守
争
、
共
和
政
を
要
望
せ
す
、
さ
う
し
て
初
め
よ
h
支
那
人
ご
共
に
合
同
し
て
一
の
共
和
民
主
的
園
家
を
組
織
せ

ん
ご
す
る
考
へ
の
な
い
様
な
人
民
よ
り
成
る
地
方
を
、
無
理
に
五
族
共
和
な
ど
、
言
ウ
て
支
那
の
共
和
政
の
領
士

ご
す
る
ご
一
五
ふ
こ
ご
は
、
共
和
政
を
無
意
味
な
ら
し
む
る
も
の
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。
共
和
政
吉
一
苫
ふ
も
の
は
金

闘
の
人
民
の
共
和
政
を
要
望
す
る
精
神
に
依
っ
て
擁
護
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
全
国
の
人
民
が
共
和
政
を
擁

護
す
る
縛
め
に
選
皐
模
被
選
血
中
機
を
行
ム
吉
一
式
ふ
こ
ご
、
換
言
す
れ
ば
全
国
の
人
民
が
自
分
の
幅
増
泉
権
被
選
出
事
権

を
曾
宣
す
る
ご
同
様
に
、
会
闘
の
凡
て
の
人
民
の
選
出
帯
権
一
被
選
皐
纏
を
等
重
す
る
Z
云
ふ
こ
ど
は
、
郎
も
共
和
園

会
健
の
利
盆
を
倉
重
す
る
吉
一
五
ふ
こ
ご
で
、
私
は
こ
れ
で
な
け
れ
ば
異
の
共
和
政
は
成
立
す
る
も
の
で
な
い
正
考

へ
る
。
五
族
共
和
の
考
へ
は
、
選
家
権
被
選
血
中
様
を
行
ム
こ
ご
の
出
来
な
い
様
な
地
方
を
も
強
い
て
共
和
民
同
の

領
土
の
一
部
正
見
倣
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
支
那
の
共
和
政
の
基
礎
ご
な
り
、
支
那
人
は
何
時
ま
で
も
之
を

離
る
、
ニ
ご
が
出
来
な
い
ご
す
れ
ば
、
支
那
の
共
和
政
は
プ
ラ
ン
ド
の
指
摘
せ
る
知
〈
其
の
生
誕
の
時
か
ら
夫
死

の
蓮
命
は
院
に
定
ま
つ
て
居
る
も
の
ご
で
も
言
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
如
〈
支
那
の
共
和
政
は
数
千
年
来
徳
治
主
義
の
帝
政
の
結
果

Z
L
て
、
共
和
政
に
取
っ

τは
非
常
に
困
っ

た
色
々
の
遺
産
を
負
ひ
込
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
遺
産
を
廃
理
す
る
に
非
れ
ば
、
真
の
共
和
政
は
到
底
起
h

得
な
い
ニ
ピ
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
困
難
な
こ
ご
で
は
あ
る
が
、
異
の
共
和
政
を
建
立
す
る
縛
め
に

は
、
支
那
全
国
の
人
民
は
否
が
肱
で
も
一
致
協
同
L
て
此
の
困
難
を
排
除
す
る
だ
け
の
大
決
心
を
な
3
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。瞬手

諭

主
一
都
内
共
和
政
油
田
成
立
及
び
建
設

第
三
十
巷
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二
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九
七
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